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　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の
一つです。ぜひお越しください。
　手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。
　詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL	935-1262　FAX	935-7070
議会事務局は町役場4階です。

メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jp

開催日		6月17日、21日、29日
　　　		7月6日、11日編集後記 お気軽に

傍聴にお越しください。

委　員　長	 亀崎	　大介
副 委 員 長	 岩下	　多絵
発行責任者	 丸山	真智子

委　　　員	 大西	　　勇
	 大熊	　則雄
	 小森	　弘美
	 稲永	　隆義

議会広報特別委員会

お知らせ

次回の定例会は

9月2日予定
令和４年度になって、初の議会だよりとなります。
夏の始まりを感じさせるセミの鳴き声や参議院選挙
の演説の声などが聞こえているなかでの作成でした。
今回からも広報作成業者は、引き続き（株）三光様にお
願いし、デザインなどもさらに見やすく改良しました。
これからも力を合わせて、より読みやすく充実した紙
面づくりを行っていきます。よろしくお願いします。
	 議会広報特別委員会

シニアクラブ連合会の
高齢者スマホ勉強会開催中

　志免町シニアクラブ連合会では独自に今年4月から8月に
かけて、加盟単位シニアクラブ会員さんのスマホ使用者対象
にスマホ講師養成講座を開催しています。講座終了後は受講
者が各自のクラブで講師役となりスマホ勉強会を開き、スマ
ホの利便を伝授して皆さんに享受していただくことが目的で
す。
　「携帯会社の講習会受けたが理解できん、説明自体が分か
らん」など聞き及び、高齢者同士で教え合えば成果は出るも
のと期待しています。
　勉強会はお茶会などを利用して「気兼
ねなく・気さくに・気軽に・気長に」続け
ていけたらと思います。皆で助け合い、
暮らしを充実させ元気なシニア層の創
出こそ我々シニアクラブの仕事です。

志免町シニアクラブ連合会 スマホ講師養成講座

私にもできるかいな！？



◦第102号（令和4年8月1日）◦

主 な 歳 出
	スマホなら任せんしゃい!!
	 	…………………………………………………………………………………………………………………21万円増
	 シニアクラブ連合会の各単位クラブにおける講師を養成するための講座補助金

町民への公平性の観点からみると、適切な補助であるのか、考え方を説明すべきであるの
に所管課の説明は不十分だった。
「デジタル格差の解消」という問題は、シニア世
代に限った問題ではない。受講者はシニアクラ
ブだけではなく町内会などにも広げて取り組む
べきである。また、事業実施後の検証をすべき。
これらのことに対応することを確認し事業を承
認した。

	西小第5、6、7学童着工
	 	………………………………………………………………………………………………………4,437万円増
	 	学童保育所工事費用として別途、施設賃借料1億3,200万円（令和4年契約締結の日から令和16年3月
31日まで）が債務負担行為として計上された
	 国、県の補助を差し引いた町負担分（一般財源）は、7,068万円になる予定

学童保育所への移動時等における安全性や責任の取り決めな
ど、十分に注意するよう要請した。

	プレミアム率30%に引き上げ！
	 	………………………………………………………………………………………………………3,230万円増
	 電子商品券の販売額を1億円から2億円に、プレミアム率を20％から30％に引き上げるため
	 ◦利用できる期間……令和4年10月1日〜令和5年1月31日
	 ◦利用対象者…………志免町民に限らず誰でも購入できる

	シーメイトの湯	省エネ型新ボイラーへ
	 	………………………………………………………………………………………………………1,064万円増
	 シーメイトの湯のボイラーが老朽化したため、取替えるもの
	 現在2機で稼働しているが、更新後は省エネ型となるため1機で運転が可能となる

委員会

委員会

※裏表紙に関連記事があります。
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主 な 歳 入

6月
定例会

6月定例会は、3日から14日まで12日間の会期で開かれました。

議案5件のうち議案5件を可決。人事案件2件に同意しました。
一般質問は6月6日、7日の2日間で7人が行いました。

	コロナウイルスワクチン4回目始まる
	 	……………………………………………………………………………… 4,343万円増 （同額歳出あり）
	 新型コロナウイルスワクチンの4回目の追加接種の実施体制確保のため

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について、
委員会からも臨時交付金を活用した様々な事業について提案を
行った。
事業の実施について協議するとの回答を得た。
また、接種券等の郵送漏れや未配布への対応には、漏れがない
ように最善の注意を払うよう意見があった。

	コロナ禍で生活急変の子育て世帯を応援
	 	……………………………………………………………………………… 5,500万円増 （同額歳出あり）
	（ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分）
	 	新型コロナウイルス感染症の影響を受けて急変し、令和4年度分の住民税均等割が非課税となったと認
められた人も含む

	住民税非課税世帯を応援
	 	……………………………………………………………………………… 2,000万円増 （同額歳出あり）
	 	コロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」において、真に生活に困っている方々への支援
措置を強化するもの

6 月 定 例 会

1億9,653万円増  

総額 160億6,496万円
全員賛成

可決

令和4年度 一般会計補正予算(専決処分を含む)

委員会

VACCINE
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◦第102号（令和4年8月1日）◦ しめまち委員会レポート

我
々
の
意
識
改
革
が
最
も
重
要

　
今
年
の
4
月
か
ら
、
全
小
中
学
校
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と
は
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
学
校
の
こ

と
で
、
地
域
の
意
見
を
学
校
運
営
に
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
の
こ
と
。

　
目
的
は
学
校
が
掲
げ
る
教
育
目
標
の
実

現
に
向
け
、
地
域
住
民
及
び
保
護
者
が
一

体
と
な
っ
て
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
取

り
組
む
も
の
。

今
年
度
の
全
小
中
学
校
で
の

共
通
取
組

挨
拶
を
通
し
て
、小
中
学
校
及
び
そ
の
地
域・

家
庭
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
。

Q
学
校
運
営
協
議
会
が
始
ま
っ
て
変

わ
っ
た
点
や
追
加
に
な
っ
た
点
は
何
か
。

Ⓐ
取
組
み
自
体
は
こ
れ
ま
で
学
校
と
地

域
で
築
か
れ
た
も
の
を
継
続
す
る
が
、

変
え
た
い
の
は
意
識
で
、当
事
者
意
識

を
持
っ
て
、自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る

か
と
い
う
意
識
改
革
に
力
を
入
れ
る
。

そ
れ
が
志
免
ス
タ
イ
ル
。

Q
人
の
意
識
を
変
え
る
の
は
大
変
難

し
い
が
。

Ⓐ
挨
拶
運
動
に
期
待
し
て
い
る
。
運

動
の
課
題
や
成
果
を
学
校
運
営
協
議

会
と
子
ど
も
達
と
も
定
期
的
に
熟
議

し
、そ
れ
ぞ
れ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

Q
今
の
家
庭
に
は
地
域
で
取
り
組
む

と
い
う
意
識
は
薄
い
が
。

Ⓐ
そ
の
よ
う
な
現
実
が
あ
る
か
ら
始

ま
っ
た
と
も
言
え
る
。
学
校
か
ら
地

道
に
そ
こ
を
浸
透
さ
せ
る
の
が
ま
ず

第
一
歩
で
大
事
だ
と
考
え
る
。

委
員
会

　
教
育
委
員
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス

ク
ー
ル
に
お
い
て
学
校・家
庭・地
域
が

子
ど
も
達
の
教
育
を
、
自
分
ご
と
と
し
、

当
事
者
意
識
へ
の
意
識
改
革
を
最
重
要

視
し
て
あ
る
と
受
け
止
め
た
。
ま
ず
は

挨
拶
運
動
か
ら
。
注
視
す
る
と
と
も
に

協
力
し
て
い
く
。

全
小
中
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
開
始

コミュニティ・スクールのイメージ（西小学校HPより）

総務文教常任委員会  開催日  4月19日、5月20日、5月31日
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条例・主な議案

条例・主な議案

土地に係る固定資産税の
負担軽減へ
　令和4年度限りの措置として、商業地等に係
る課税標準額の上昇幅を、2.5％（現行：5％）と
する。

国保税
高所得者層値上げへ
反対者 　末藤
　医療分にかかる課税限度額を引き上げるこ
とによって、高所得者層には負担をかけるこ
とになるが、中間所得層の負担を軽減するもの。
◦基礎課税分年額　　　　　63万円➡65万円
◦後期高齢者支援金分年額　19万円➡20万円

令和4年4月1日から施行

空き家等対策
ついに一歩前進！
　長年取り組んできた空き家問題解決に向け、
志免町空家等対策協議会を設置するための条
例が制定される。� 公布の日から施行

省エネ改修が行われた
既存住宅に係る固定資産税
の減額措置の拡充
　従前、熱損失防止改修工事が行われた住宅
が当該減額措置の対象になっていたところ、
熱損失防止改修工事だけでなく、高効率給湯
器等の取り付け工事等もその対象となり、減
額措置の対象となる工事が拡充された。

　熱損失防止改修工事は、窓、床、天井、壁の
断熱改修工事のこと。
　高効率給湯器等とは、高効率給湯器、高効率
空調機、太陽光発電装置又は太陽熱利用シス
テムの設置工事等のこと。
　当該住宅の家屋部分の固定資産税の3分の1
が減額される。

全員賛成
可決

賛成多数
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

空き家問題解決へ！

従前の減額措置された工事の
申請は何件くらいか。

年間1件あるかないか。

知らない町民の方が非常に
多いのでは。
PRを検討すべき。

ホームページには掲載して
いるが、広報等も検討する。

この調整措置による影響は。

約2,400万円程の減収が見込まれる。

Q

Q

A

A

Q

A
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◦第102号（令和4年8月1日）◦

6月14日に世利町長へ提言書を提出老朽化した東小学校プール

水
泳
授
業
の
民
間
委
託
を

�

〜
学
校
プ
ー
ル
に
関
す
る
提
言
書
提
出

議
会
か
ら
町
長
へ

提

言

　
志
免
町
議
会
で
は
、学
校
プ
ー
ル
調

査
研
究
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
証
し
調
査・
研

究
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
教
育
的
な
面
、

財
政
的
な
面
、土
地
活
用
に
関
し
て
の

面
、
３
つ
の
要
素
か
ら
判
断
す
る
と
、

将
来
の
水
泳
授
業
に
つ
い
て
は
民
間
委

託
を
進
め
る
こ
と
が
、志
免
町
の
学
校

教
育
の
充
実
を
図
る
と
同
時
に
、町
内

外
に
お
い
て
志
免
町
の
教
育
力
向
上
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
出
来
る

と
考
え
、志
免
町
議
会
と
し
て
全
校
に

水
泳
授
業
の
民
間
委
託
を
進
め
る
こ
と

を
提
言
す
る
。

水
泳
指
導

業
務
委
託
の
ま
と
め

❶	

教
育
力
ア
ッ
プ
、体
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
、町
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

❷	

町
内
の
民
間
事
業
所
と
の
連
携
、活
用

は
地
域
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

❸	

教
師
の
働
き
方
改
革
、水
泳
授
業
で
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

❹	

水
泳
教
室
に
通
え
る
子
、通
え
な
い
子

の
泳
力
、習
得
機
会
の
格
差
解
消
に
つ

な
が
る
。

❺	

プ
ー
ル
を
自
校
で
運
営
し
て
い
く
場

合
の
１
校
あ
た
り
の
想
定
経
費
は
、50

年
に
一
度
想
定
さ
れ
る
全
面
改
修
建

設
費
用
約
２
億
５
，
０
０
０
万
円
、
15

年
に
１
度
想
定
さ
れ
る
修
繕
改
修
工

事
費
約
１
，
５
０
０
万
円
、
年
間
運
営

費
１
７
０
万
円
程
度
な
ど
で
あ
る
。

全
校
委
託
へ
の
切
替
え
を
す
る
こ
と

で
経
費
の
削
減
が
期
待
で
き
る
。

❻	

プ
ー
ル
跡
地
の
土
地
活
用
が
可
能
に

な
る
。

提言書の全文は
志免町議会の

ホームページに
掲載しています！

ブリヂストンスイミングスクール志免校視察（令和3年11月22日）

学校プール調査研究特別委員会  開催日  3月1日、4月14日、5月23日、6月7日
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多頭飼い崩壊から保護された仔猫

無責任なエサやりで猫は繁殖します

町が貸出する猫除けセンサー

しめまち委員会レポート

困
っ
た
な
!? 

ノ
ラ
猫
問
題

　
ノ
ラ
猫
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
地
域

の「
猫
を
助
け
た
い
方
」と「
猫
に
困
っ
て

い
る
方
」と
が
お
互
い
に
歩
み
寄
り
の
気

持
ち
を
持
ち
、
長
期
的
な
視
点
で
解
決
を

目
指
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

し
め
広
報
に
て

啓
発
活
動
を
行
っ
た
結
果

　「
猫
を
助
け
た
い
方
」は
、
地
域
猫
活
動

団
体
が
今
年
3
月
に
新
た
に
1
団
体
加
わ

り
、
現
在
４
団
体
と
な
り
地
域
の
環
境
美

化
の
た
め
活
動
さ
れ
て
い
る
。
町
は
、
今

年
度
も
不
妊
去
勢
手
術
費
の
委
託
料
、
合

計
1
2
6
万
円
予
算
計
上
し
支
援
し
て
い

く
。

　「
猫
に
困
っ
て
い
る
方
」か
ら
は
、
猫
除

け
セ
ン
サ
ー
の
貸
出
へ
の
問
合
せ
が
増
え
、

4
機
準
備
し
て
い
た
が
足
り
ず
、
今
年
度

10
機
に
拡
充
し
対
応
し
て
い
る
。

　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が「
効
果
が
あ
っ
た
」と
回
答
。
貸
出

期
間
は
最
大
で
20
日
以
内
、
そ
の
後
希
望

者
に
は
購
入
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
ノ
ラ
猫
問
題
を
解
決
す
る
に
は
時
間
が

か
か
る
、
町
内
会
等
で
も
意
識
を
高
め
地

域
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
や
は

り
そ
れ
に
は
行
政
主
導
で
の
周
知
活
動
が

必
要
で
あ
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
案

◦	

町
と
し
て
、町
民
の
良
好
な
生
活
環

境
の
保
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
な
ら
ば
、事
業
と
し
て
し
っ

か
り
予
算
を
つ
け
て
取
り
組
む
べ
き

◦	

活
動
団
体
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、例

え
ば
、町
か
ら
の
依
頼
で
動
い
て
い

る
と
住
民
が
一
目
見
て
わ
か
る
よ
う

な
バ
ッ
チ
や
ワ
ッ
ペ
ン
等
の
作
成

◦	

猫
除
け
セ
ン
サ
ー
の
購
入
時
の
補
助

金
の
検
討

厚生建設常任委員会  開催日  4月19日、5月18日、5月31日
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◦第102号（令和4年8月1日）◦

大
熊

　志
免
町
の
町
内
会
加
入
率
は
、
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、近
隣
町
は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　志
免
町
の
加
入

率
は
、
令
和
3
年
3
月
31
日
時
点
で
87・

73
%
。
ま
た
、
近
隣
市
町
の
加
入
率
は
、

福
岡
県
が
公
表
し
て
お
り
、
令
和
4
年
1

月
1
日
現
在
で
、宇
美
町
76・01
％
、篠
栗

町
67・
3
％
、
須
恵
町
61・
4
％
、
新
宮
町

80
％
、粕
屋
町
87・9
％
、久
山
町
86・8
％
、

古
賀
市
76・3
％
と
な
っ
て
い
る
。

大
熊
　そ
れ
に
対
し
て
志
免
町
の
加
入
率

は
落
ち
て
い
な
い
か
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　
町
で
は
県
か
ら

の
調
査
依
頼
を
受
け
て
、
平
成
30
年
度
か

ら
加
入
率
の
調
査
を
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
が
88・25
％
、令
和
元
年
度
87・88
％
、

令
和
2
年
度
87・
7
％
。
こ
の
3
年
間
で

も
0・5
％
程
度
落
ち
て
い
る
。

大
熊
　町
内
会
に
入
っ
て
も
何
も
な
い
と

い
う
こ
と
で
脱
退
す
る
人
が
多
い
。
把
握

し
て
い
る
か
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　町
で
は
、
脱
退

し
た
世
帯
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
町
内

会
の
加
入
率
調
査
は
、
先
程
申
し
た
よ
う

に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
都
度
把
握
し
て
い

な
い
が
、
町
民
の
方
や
町
内
会
長
か
ら
町

に
ご
相
談
や
お
問
合
せ
を
受
け
て
い
る
。

大
おお

熊
くま

 則
のり

雄
お

 議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

町内会加入を増やす取組は

ごみ屋敷の対応はどうする

町長 各町内会毎に努力をお願いする

町長 そうなる前の対応が必要

大
熊
　ご
み
屋
敷
へ
の
対
応
は
。

生
活
安
全
課
長
　臭
い
や
衛
生
面
な
ど
周

辺
に
生
活
環
境
被
害
が
生
じ
て
な
い
か
現

地
で
確
認
す
る
。
次
に
、当
事
者
と
面
会
し
、

廃
棄
物
処
理
法
及
び
志
免
町
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
等
に
よ
り
指

導
す
る
。

大
熊
　前
も
一
回
質
問
し
た
が
進
ん
で
い

な
い
。

町
長
　
片
づ
け
た
く
て
も
片
づ
け
ら
れ
な

い
方
も
い
る
。
地
元
の
方
と
し
っ
か
り
相

談
し
な
が
ら
、
初
期
対
応
を
し
っ
か
り
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

一 般 質 問

9

町政を問う!ズバ
リ

◦��一般質問とは議員が町政全般（一
般事務・事務の執行状況・将来に
対する方針など）について、町長
など執行機関の考えを議員個人
として問いただすことです。

� �質問の内容は事前に通告し、持
ち時間30分の範囲内で※1問1答
で行います。

� ※�質疑、答弁を理解するまで繰り返す
方法

◦��会議録に基づき議員個々の自由
編集で掲載しております。

� �詳細は会議録（HP・図書館・各公
民館に置く）をご参照ください。
掲載は質問順としています。

大熊	則雄	議員 9P

①	町内会加入を増やす取組は
②	ごみ屋敷の対応はどうする

牛房	良嗣	議員 10P

①	人生100年時代、シニアに仕事を

小森	弘美	議員 11P

①	ひとり暮らし高齢者の見守りは
②	認知症サポーター活躍の拡大を

岩下	多絵	議員 12P

①	赤ちゃんウエルカムの町づくり

大西	勇	議員 13P

①	フォトスクリーナーの導入を

丸山	卓嗣	議員 14P

①	災害危険箇所の周知徹底を
②	消防団について町の認識は

末藤	省三	議員 15P

①	部活動の顧問のあり方について

8



◦第102号（令和4年8月1日）◦

小
森
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守

り
に
つ
い
て
地
域
と
行
政
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
高
齢
者
見
守
り
活
動
推
進
事

業
に
お
い
て
、
希
望
す
る
町
内
会
と
協
定

を
結
び
、
見
守
り
に
同
意
さ
れ
た
独
居
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
名
簿
を
町
内
会
に
提

供
し
町
内
会
で
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

小
森
　
あ
る
町
内
会
で
は
、「
地
域
見
守
り

対
象
者
緊
急
連
絡
先
」と
い
う
用
紙
を
活

用
し
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
形
式
や
体

制
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
と
思
う
。

町
と
し
て
、
提
案
さ
れ
た
町
内
会
の
取
り

組
み
を「
他
の
町
内
会
に
も
お
知
ら
せ
し
、

高
齢
者
の
見
守
り
に
力
を
入
れ
る
。

小
森
　
孤
独
死
防
止
に
は
、
地
域
の
見
守

り
が
重
要
。
新
た
な
取
り
組
み
は
。

福
祉
課
長
　
見
守
り
も
大
事
だ
が
、
地
域

や
社
会
と
関
わ
り
を
持
ち
続
け
る
と
い
う

生
き
が
い
対
策
も
大
切
。
毎
年
事
務
事
業

評
価
で
検
討
す
る
。

小
こ

森
もり

	弘
ひろ

美
み

	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

ひとり暮らし高齢者の見守りは

認知症サポーター活躍の拡大を

町長 今後見守りに力を入れていく

町長 認知症共生のまちづくりが必要

小
森
　
志
免
町
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

は
2
，6
4
2
人
。
中
で
も
特
に
地
域
に

貢
献
し
た
い
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
対
し
て

新
し
い
取
り
組
み
は
。

福
祉
課
参
事
　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

認
知
症
の
方
や
家
族
を
地
域
で
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
認
知
症
の
方

を
孤
立
さ
せ
な
い
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
。

内
容
は
、
希
望
さ
れ
る
町
内
会
単
位
で
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
実
際
の
活

動
に
繋
げ
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

座
の
受
講
、
そ
の
後
町
内
会
で
の
見
守
り

活
動
や
、
認
知
症
の
家
族
を
支
え
る
活
動

を
取
り
入
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
現

在
、
1
町
内
会
か
ら
申
し
込
み
を
頂
い
て

い
る
。

小
森
　
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
が
孤
立

し
な
い
様
に
共
生
す
る
国
の
方
針
も
出
て

い
る
が
ま
ち
の
取
り
組
み
は
。

町
長
　
認
知
症
の
方
と
共
に
暮
ら
し
て
い

け
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。
認
知
症
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
も
含
め
て
進
め
て
い

く
。

自治体で使用されている
『地域見守り対象者名簿』

11

牛
房

　
医
療
介
護
認
知
症
の
世
話
に

も
な
ら
ず
、
自
立
し
て
働
い
て
き
た

７
，
０
０
０
人
の
シ
ニ
ア
の
方
た
ち
も

突
然
の
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
3
年
間
仕
事

を
失
い
、
物
価
の
値
上
り
で
年
金
は
目

減
り
貯
え
も
底
を
つ
く
厳
し
い
暮
ら
し

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
岸
田
首
相
は「
新
し
い
資
本
主
義
」を

唱
え
子
育
て
世
代
や
働
く
世
代
の
所
得

倍
増
を
打
出
す
も
働
く
シ
ニ
ア
世
代
へ

は
皆
無
。
町
の
シ
ニ
ア
世
代
に
対
す
る

就
労
支
援
の
取
組
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
の
所
見
を
問
う
。

　
公
園
緑
道
多
目
的
広
場
の
除
草
清
掃
、

屋
外
ト
イ
レ
清
掃
、
シ
ー
メ
イ
ト
消
費

者
セ
ン
タ
ー
清
掃
、
史
跡
地・
格
納
庫

敷
地
の
除
草
清
掃
、
通
学
路
安
全
保
護

員
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
ス
マ
ホ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
養
成
等
々
5
人
の
担
当
課

長
よ
り
報
告
を
受
け
た
が
ど
う
か
。

町
長

　
新
規
就
労
先
の
開
拓
と
し
て
は

小
中
学
生
通
学
路
、
危
険
箇
所
80
ヵ
所

へ
交
通
指
導
員
の
配
置
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
15
ヵ
所
へ
ス
マ
ホ
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
30
名
の
養
成
。
旧
来
の
支
援
に

併
せ
て
新
規
就
労
先
の
開
拓
に
取
組
む
。

シ
ニ
ア
就
労
の
窓
口
と
な
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
番
の
問
題
は
会
員

の
減
少
。
現
在
会
員
２
５
０
人
、
増
加

が
急
務
。
町
を
あ
げ
て
取
組
む
。

牛
房

　
シ
ニ
ア
の
就
労
先
の
開
拓
に
町

頼
み
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
頼
み

で
な
く
町
内
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
独
自

の
努
力
も
必
要
。
最
も
身
近
な
仕
事
で

は
地
元
高
齢
者
の
身
守
り
事
業（
本
人

の
了
解
）、家
の
掃
除
洗
濯
、ゴ
ミ
整
理
、

買
物
支
援
外
出
支
援
、
最
も
大
事
な
避

難
支
援
な
ど
、
近
隣
の
元
気
シ
ニ
ア
の

支
援
が
一
番
。
そ
の
他
公
民
館
の
清
掃
、

地
域
公
園
の
花
壇
清
掃
管
理
。
危
険
箇

所
の
監
視
、こ
ど
も
の
誘
導
、シ
ル
バ
ー

人
材
と
も
十
分
な
話
し
あ
い
が
必
要
。

　
高
齢
者
施
設
、
病
院
等
で
の
配
食
配

膳
の
手
伝
い
等
々
町
内
会
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
自
ら
仕
事
を
求
め
た
行
動
を
お
願

い
し
た
い
。

町
長
　
町
内
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
し
っ
か
り
手

を
と
り
あ
い
進
め
て
い
く
。
シ
ニ
ア
の

皆
さ
ん
が
家
か
ら
外
へ
出
て
勉
強
し
た

り
、
地
域
へ
奉
仕
し
た
り
し
な
が
ら
仲

間
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
応

援
す
る
。

牛
房

　
今
回
の
提
案
は
高
齢
者
の
た
め

に
ど
う
仕
事
を
作
り
出
し
収
入
を
得
て

も
ら
う
か
で
あ
る
。

　
町
の
予
算
は
過
去
最
大
の
1

 

6

 
0
 

億
円
。
事
業
の
中
で
、
働
く
シ
ニ
ア

7
，0
0
0
の
方
た
ち
に
収
入
と
生
き

甲
斐
と
喜
び
を
与
え
て
ほ
し
い
。
町
の

大
事
な
仕
事
だ
。

牛
うし

房
ふさ

	良
よし

嗣
つぐ

	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

人生100年時代、シニアに仕事を
町長 シルバー会員の増強に取組む

一 般 質 問

10



◦第102号（令和4年8月1日）◦

大
西
　
弱
視
と
は
ど
う
い
う
状
態
か
治

る
の
か
、ど
う
し
て
な
る
の
か
。

健
康
課
長
　
弱
視
と
は
、
視
力
の
発
達

が
障
害
さ
れ
て
起
き
た
低
視
力
を
指
し
、

眼
鏡
を
か
け
て
も
視
力
が
十
分
で
な
い

場
合
を
指
す
。
原
因
は
、
先
天
性
白
内

障
な
ど
の
目
の
病
気
が
あ
る
な
ど
で
視

力
が
悪
い
も
の
。

　
視
力
が
発
達
す
る
３
ヶ
月
頃
か
ら

３
歳
ま
で
に
斜
視
や
屈
折
異
常
、
遠
視
、

近
視
、
乱
視
が
あ
り
、
目
の
正
常
な
部

分
し
か
働
か
ず
視
力
が
上
が
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
。

　
早
期
発
見
で
治
療
が
可
能
。

大
西
　
現
在
の
検
査
方
法
と
精
密
検
査

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
割
合
は
。

健
康
課
長
　
絵
カ
ー
ド
を
使
用
し
片
目

づ
つ
検
査
す
る
。

　
令
和
３
年
度
に
精
密
検
査
が
必
要
と

さ
れ
た
方
は
４・
５
％
。
4
8
3
名
中

22
名
。

大
西
　
日
本
眼
科
学
会
に
よ
る
と
弱
視

の
子
は
も
と
も
と
見
え
に
く
い
状
態
が

当
た
り
前
で
、
見
え
な
い
と
か
見
え
に

く
い
と
か
訴
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
３
歳
児
健
診
で
弱
視
の
早
期

発
見
が
必
ず
し
も
良
い
成
果
を
上
げ
て

い
な
い
。
現
在
の
検
査
で
は
発
見
さ

れ
る
べ
き
多
く
の
子
を
見
逃
し
て
い
る
。

74・
６
％
が
見
逃
さ
れ
て
い
る
と
言
う

報
告
も
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
小
児
眼
科

学
会
は
３
歳
児
健
診
に
つ
い
て
、
視
覚

異
常
の
検
出
精
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

視
力
検
査
に
加
え
て
フ
ォ

ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
を
用
い

た
屈
折
検
査
や
斜
視
の
検

査
を
併
用
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
提
言
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
乳
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
目
の
機
能
上
の
問

題
を
迅
速
か
つ
的
確
に
検

知
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

発
さ
れ
た
も
の
。
屈
折
の

異
常
や
斜
視
の
有
無
を
検

出
で
き
る
。
本
体
は
軽
く
携
帯
で
き
、

母
親
の
膝
の
上
で
も
検
査
可
能
。

　
乳
幼
児
の
検
査
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
工
夫
が
さ
れ
、
数
秒
で
検
査
が
自
動

的
に
終
了
す
る
。

　
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
完
了
率
は
３
歳
児

眼
科
検
診
で
１
０
０
％
、
発
達
障
が
い

児
で
90
％
以
上
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い

る
。
今
回
壮
年
の
方
で
小
2
の
時
早
期

治
療
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
視
力
が
回

復
せ
ず
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
の
相
談

を
受
け
た
。

　
是
非
こ
の
屈
折
検
査
機
器
の
フ
ォ
ト

ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の
導
入
を
提
案
す
る
。

町
長
　
こ
の
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
は

今
言
わ
れ
る
よ
う
に
簡
単
な
操
作
で
発

見
で
き
る
こ
と
も
聞
い
て
い
る
。
是
非

導
入
に
向
け
て
担
当
課
と
調
整
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

◦	

育
休
退
園
、
育
児
休
業
等
へ
の
課
題

に
つ
い
て

大
おお

西
にし

	勇
いさむ

	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

フォトスクリーナーの導入を
町長 是非導入に向けて調整して行く

異常なしの場合

異常判定の場合

5秒から10秒ほどで測定
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岩
下
　
町
民
み
ん
な
で
赤
ち
ゃ
ん
の
誕

生
を
喜
ぶ「
ほ
っ
こ
り
と
あ
た
た
か
な

志
免
町
」を
目
指
し
質
問
を
す
る
。
全

国
的
出
生
数
減
少
の
中
で
過
去
3
年
の

わ
が
町
の
出
生
数
は
。

住
民
課
長
　
令
和
元
年
4
2
0
人
、
令

和
2
年
4
2
3
人
、
令
和
3
年
4
0
6

人
。

岩
下
　
参
考
の
た
め
全
国
の
出
生
数
は
。

住
民
課
長
　
平
成
30
年
91
万
8
，4
0
0

人
、令
和
元
年
86
万
5
，2
3
9
人
、令

和
2
年
84
万
8
3
5
人
。

岩
下
　
出
生
数
減
少
は
大
き
な
問
題
。

一
人
で
も
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を

願
う
一
方
、
事
情
を
抱
え
出
産
を
悩
む

女
性
も
い
る
。「
妊
娠
S
O
S
」等
の
相

談
窓
口
の
設
置
や
相
談
に
対
応
す
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
紹
介
等
は
あ
る

か
。

健
康
課
長
　
妊
娠
に
的
を
絞
っ
た
窓
口

は
な
く
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
保
健
師
の
相
談
を
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、民
間
団
体
と
の
連
携
現
在
な
し
。

岩
下
　
不
妊
治
療
の
助
成
の
現
状
は
、

対
象
と
な
る
治
療
内
容
、
対
象
者
が
限

ら
れ
る
。
町
と
し
て
も
っ
と
寄
り
添
っ

た
支
援
へ
の
考
え
は
。

健
康
課
長
　
人
口
受
精
は
令
和
4
年
度

か
ら
保
険
適
用
に
な
る
た
め
現
在
独
自

の
支
援
へ
の
考
え
は
な
い
。

岩
下
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
支
援
に
充
て

る
自
治
体
も
あ
る
が
。

町
長
　
現
行
の
支
援
で
良
い
と
考
え
る
。

岩
下
　
男
性
不
妊
に
つ
い
て
も
知
っ
て

ほ
し
い
。
生
殖
可
能
年
齢
カ
ッ
プ
ル
の

15
％
は
不
妊
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
そ
の

原
因
の
48
%
は
男
性
に
あ
る
と
デ
ー
タ

が
あ
る
。
不
妊
原
因
の
男
女
比
は
半
々
。

不
妊
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
検
査
は
夫
婦

揃
っ
て
受
け
る
の
が
妊
娠
へ
の
近
道
と

い
う
こ
と
を
行
政
発
信
の
広
報
等
で
周

知
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
是
非
と
も
周
知
を
広
報
等
で
行

い
た
い
。

岩
下
　
里
親
制
度
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

現
在
、
日
本
全
国
に
親
と
暮
ら
せ
な
い

子
ど
も
達
が
４
５
，0
0
0
人
も
い
る
。

8
割
は
施
設
で
過
ご
し
、
里
親
へ
の
委

託
は
2
割
程
度
。
福
岡
市
は
里
親
制
度

の
先
進
地
52・5
%
の
子
ど
も
達
が
里

親
の
下
で
過
ご
し
て
い
る
。
わ
が
町
の

考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
町
と
し
て
も
協
力

す
る
。
問
合
せ
に
は
説
明
を
行
い
、詳

細
は
児
童
相
談
所
へ
の
案
内
に
な
る
。

岩
下
　
里
親
に
な
る
に
は
特
別
な
資
格

等
が
い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
研
修
や
実
習
受
講

後
登
録
に
な
る
。
費
用
は
か
か
ら
ず
、

国
の
生
活
支
援
も
手
厚
い
。

岩
下
　
最
後
に
町
長
の
総
括
を
。

町
長
　
里
親
制
度
に
つ
い
て
の
周
知
は

ま
だ
ま
だ
。
こ
れ
か
ら
協
議
も
必
要
。

　
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
町
と
し
て

し
っ
か
り
と
取
組
み
を
進
め
た
い
。

岩
いわ

下
した

	多
かず

絵
え

	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

赤ちゃんウエルカムの町づくり
町長 現行の取組みをしっかり進める

一 般 質 問

普及が求められる
里親制度
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◦第102号（令和4年8月1日）◦

末
藤
　
教
師
の
多
忙
化
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
部
活
動
顧
問
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、文
科
省
が
発
表
し
た
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長
　
公
立
の
中
学
校
の
運

動
部
活
動
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者
会
議
は
、
休
日

の
部
活
動
指
導
を
地
域
や
民
間
の
団
体

に
委
ね
る
と
い
う
地
域
移
行
を
３
年
間

で
達
成
す
る
提
言
案
を
提
示
。
今
後
さ

ら
に
少
子
化
が
進
め
ば
運
動
部
活
動
は
、

廃
部
や
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
、
現
状
の

形
を
維
持
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
と
し
、
段
階
的
に
地
域
移
行
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
移
行
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、

教
員
の
長
時
間
労
働
の
背
景
と
し
て
部

活
動
顧
問
の
負
担
が
重
い
こ
と
に
関
す

る
学
校
の
働
き
方
改
革
と
し
て
い
る
。

末
藤
　
文
科
省
か
ら
の
通
達
内
容
と
、

志
免
町
の
実
態
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
　
部
活
は
生
徒
の
自
主

的
、
自
発
的
な
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
る

も
の
で
、
学
習
意
欲
の
向
上
や
責
任
感
、

連
帯
感
の
育
成
等
に
も
資
す
る
も
の
で

あ
る
。
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
体
力

や
技
能
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
教
科
学

習
と
は
異
な
る
集
団
で
の
活
動
を
通
じ

た
人
間
形
成
の
機
会
や
、
多
様
な
活
躍

が
で
き
る
場
で
あ
る
。
部
活
動
の
設
置

や
運
営
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
教
師

が
担
う
必
要
の
な
い
業
務
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
教
師
の
献
身
的
な
勤
務

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
大

き
く
、
長
時
間
労
働
の
要
因
で
あ
る
こ

と
や
、
指
導
経
験
の
な
い
教
師
に
は
多

大
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提

と
し
て
あ
る
。

末
藤
　
志
免
町
の
実
態
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
　
教
員
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
、
一
つ
の
部
に
複
数
の
顧
問
を

配
置
す
る
こ
と
や
外
部
指
導
者
を
活
用

す
る
こ
と
で
指
導
内
容
の
役

割
分
担
や
充
実
を
図
り
、教
員

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
げ
て

い
る
。

　
部
活
動
の
活
動
時
間
や
休

養
日
の
基
準
の
設
定
を
す
る

こ
と
で
、部
活
動
の
負
担
軽
減

を
図
る
な
ど
、で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

末
藤
　
部
活
動
顧
問
に
つ
い

て
、文
科
省
は
必
ず
し
も
教
師

が
担
う
必
要
の
な
い
業
務
と

通
知
が
来
て
い
る
が
。

教
育
長
　
全
教
員
が
顧
問
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
や
、こ
の
部
活
動
の

顧
問
を
や
り
な
さ
い
と
い
う
よ
う
な
パ

ワ
ハ
ラ
め
い
た
こ
と
で
は
な
く
、
希
望

調
査
を
行
っ
て
、
そ
の
配
置
状
況
な
ど

を
勘
案
し
た
上
で
調
整
し
て
最
終
的
に

本
人
の
承
諾
を
得
た
上
で
決
定
し
て
い

る
。
今
後
教
師
の
希
望
を
活
か
し
た
配

置
や
顧
問
の
状
況
に
よ
り
、
部
活
動
全

体
の
動
き
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦	

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
に

つ
い
て

◦	

食
料
危
機
に
よ
る
町
民
生
活
へ
の
影

響
に
つ
い
て

末
すえ

藤
ふじ

	省
しょう

三
ぞう

	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

部活動の顧問のあり方について
教育長 本人の承諾を得て決定している
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丸
山
　
消
防
団
は
消
火
活
動
の
み
な
ら
ず

多
数
の
動
員
を
要
す
る
大
規
模
災
害
時
の

救
助
活
動
。
祭
り
の
警
備
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
消
防
団
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い

て
町
長
の
認
識
は
。

町
長
　
町
に
必
要
不
可
欠
な
組
織
だ
。

丸
山
　
そ
の
重
要
性
を
も
っ
と
町
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
事
が
大
事
だ
。

町
長
　
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
。

丸
山
　
団
員
減
少
に
対
す
る
認
識
は
。

町
長
　
加
入
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

丸
山
　
全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、

Ｏ
Ｂ
消
防
団
や
女
性
消
防
団
と
い
っ
た
機

能
別
団
員
制
度
を
検
討
し
て
み
て
は
。

町
長
　
Ｏ
Ｂ
消
防
団
の
組
織
化
は
非
常
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
女
性
消
防
団
は
積
極

的
に
進
め
た
い
。

丸
山
　
団
員
減
少
に
対
す
る
取
組
は
。

生
活
安
全
課
長
　
処
遇
改
善
。
消
防
団
の

重
要
性
を
発
信
す
る
周
知
活
動
。

丸
山
　
団
員
確
保
に
は
時
代
に
即
し
た
改

革
が
必
要
。
町
の
考
え
は
。

町
長
　
団
と
協
議
し
な
が
ら
若
い
方
た
ち

が
入
り
や
す
い
環
境
を
作
り
た
い
。

丸
山
　
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
町
の
た
め
に

誇
り
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
環
境
を
つ
く

り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
ま
ず
は
多
く
の
方
々
に
消
防
団
の
重

要
性・
必
要
性
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

丸
まる

山
やま

	卓
たく

嗣
じ

	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

災害危険箇所の周知徹底を

消防団について町の認識は

生活安全課長 防災ハザードマップを全戸配布

町長 町に必要不可欠な組織

丸
山
　
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
周
知
は
。

生
活
安
全
課
長
　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
令
和
元
年
度
に
全
戸
配
布
。

丸
山
　
た
め
池
の
管
理
状
況
は
。

都
市
整
備
課
長
　
降
雨
前
後
の
水
位
確
認
。

日
常
的
に
周
辺
の
草
刈
り
。

丸
山
　
浸
水
被
害
の
7
割
は
内
水
氾
濫
だ
。

浸
水
危
険
箇
所
の
調
査
点
検
は
。

都
市
整
備
課
長
　
水
路
内
の
土
砂・
ゴ
ミ

の
撤
去
。
転
倒
堰
の
点
検
。

丸
山
　
町
の
初
動
態
勢
は
。

生
活
安
全
課
長
　
第
１
次
配
備
か
ら
第
4

次
配
備
ま
で
設
け
て
い
る
。

丸
山
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
。
初
動

体
制
は
行
政
の
責
任
が
問
わ
れ
る
大
き
な

要
素
で
あ
る
。
今
後
も
徹
底
を
。

志免町防災ハザードマップ

3年ぶりに開催された、町の操法大会（6月12日）

一 般 質 問
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◦第102号（令和4年8月1日）◦ 政 務 活 動 費

令和3年度（4月～3月）政務活動費収支一覧表	 (円)

氏　　名 交付額
（4月～3月）

支　　　　　　出
研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 公聴費 その他 合　計

稲永	　隆義
※
条
例
に
基
づ
く
交
付
限
度
額
は
24
万
円
で
す
。

120,000 123,120 243,120
岩下	　多絵 15,000 63,706 25,757 110,000 214,463
亀崎	　大介 5,425 231,660 237,085
木村	　俊次 11,160 11,160
小森	　弘美 57,140 6,116 4,290 8,671 76,217
藤瀬	　康司 76,200 163,790 239,990
丸山	　卓嗣 260,499 260,499
安河内	信宏 161,685 42,894 204,579
大熊　則雄 62,514 62,514
丸山	真智子 59,070 55,644 126,500 241,214
牛房	　良嗣 141,455 61,414 202,869
大西	　　勇 50,040 41,600 91,640
古庄	信一郎 52,007 94,413 146,420
末藤	　省三 63,200 97,080 160,280
※研究研修費…�研究会若しくは研修会を開催するため又は他の団体の開催する研究会若しくは研修会に参加するための経費
※調査旅費……調査研究活動のために必要な先進地調査又は現地調査に要する経費
※資料作成費…調査研究活動のために必要な資料の作成に要する経費
※資料購入費…調査研究活動のために必要な図書、資料等の購入に要する費用
※広報費………調査研究活動、議会活動及び町の政策について住民に報告しPRする経費
※公聴費………住民から町政及び議員の政策に対する要望及び意見を吸収するための会議等に要する経費
※その他………各項目の経費以外で議員の行う調査研究活動に必要な経費

議員が調査研究その他の活動を行うために経費の一部として交付されるもの
です。志免町では、議員に対して、一人当たり月額2万円が交付されています。

議員が行う調査研究、広報、広聴や研修会への参加など、町が抱える課題や町
民の意思を把握し、町政に反映するための活動などが対象になります。
政党活動、選挙活動、後援会活動、私人としての活動のための経費等は対象と
なりません。

志免町議会では1円から領収書が必要で、報告書書類は議長が必要に応じて
調査を行います。

残金はすべて町に返還します。

政務活動費を公表します
令和3年度（4月～3月）分 政務活動費　どう使ったか公表します

政務活動費ってなに?

どういうものに使えるの?

お金が余ったらどうするの?

お金は適正に使われているの?

17

一 般 会 議

一般会議を
開催しました
一般会議は、町政全般にわたって、町民の皆さん
と町議会議員が情報や意見を交換するために志免
町議会基本条例に基づき設置する会議です。

まちの暮らしを見つめる住民の会団体名

令和4年4月26日（火曜日）日　時

庁舎4階　第1・2委員会室場　所

「公金の適正な執行・支出について」
1 	契約事務の適正な執行について
2 		「志免町職員等の旅費に関する条例」
の住民監査請求・結果に基づく適正化
について

3 		第1期中期財政計画の総括及び第2期
中期財政計画の骨子

テーマ

会議の詳細は
志免町議会の
ホームページに
掲載しています！

令和2年11月臨時議会に上程された「電子黒板」の取得について、広く普及している製品をプロポーザ
ル方式で購入する在り方に非常に疑問を持っている。また、予算の段階では180台だったのが購入す
る時点では227台となっており、予算執行に大きな問題があると考えている。

「電子黒板」取得の件で議会から指摘されたことを受け、町長は令和3年8月にプロポーザルマニュアル
を改訂しているが、予算執行や入札に関しては、疑念を抱かせたり混乱を招くようなことがあってはな
らない。今後は十分に注意を払い、緊張感を持って臨むよう議会として進言する。

第1期中期財政計画（平成27～平成31年度）では、収支予測が23億1,775万円の赤字だったが、実績で
は25億734万円の黒字になっており、差額は48億2,510万円。赤字の予測のままでは、政策判断に影
響してくるため、計画の見直しがあってしかるべきだったのでは。

中期財政計画については、所管である総務文教常任委員会において、今後も注視していきたい。

平成26年の旅費に関する住民監査請求への監査結果については、到底理解できるものではなく、承認
しがたい。一夜の加算を支給しているのは志免町のみで他自治体と比較すると高額である。実費弁償
の限度を大きく上回っており問題であると考えている。これまでも行政や議会に改善の要請を行って
きたが、対応に全く誠意が見られず残念。

日当の一夜の加算については、議会運営委員会において協議する。

1

1

3

3

2

2

団体からの意見

議会からの意見、提言

一般会議での意見交換をふまえ、議会では5月23日、6月7日、6月28日に
全員協議会を開催し、以下の意見・提言をまとめました。
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